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いろいろな見方で味方になろう！ 
サンホセ日本人学校 校長 半山章人 

小学２年の国語『たんぽぽのちえ』の中に「よく晴れて、風のある日には、わた毛のらっかさんは、いっぱいに

ひらいて、とおくまでとんでいきます。でも、しめり気の多い日や，雨降りの日には、わた毛のらっかさんは、す

ぼんでしまいます。それは・・・」という文章があります。子どもたちは、その理由を発表します。３人の授業で

も様々な意見が飛び交い担当教員は、それを丁寧に聞き、板書にまとめていきます。授業の内容に加え、発言者の

名前磁石を黒板に貼り、誰の意見かがわかるようにするなど、見事な板書です。次の時間にはその板書をＴＶ画面

に映し、振り返りながら授業を展開します。児童は自分の意見を堂々と発表し、友達の意見をよく聞いています。

自分と違う意見に対しても、互いを認め合える学級の中では、自由に発言できるし、心の居場所となります。その

ような場所でだからこそ、周りに同調することなく自分で判断したこと、考えたことを安心して表現できるように

なるのでしょう。 

『見方が変われば味方になれる』これは、藤原里美さん（臨床発達心理士）のことばです。学校では、様々な意

見、また様々な性格の子どもたちが一緒に生活をしています。また、在外教育施設では、子どもたちの転出入が多

く、一緒に過ごす時間は限られています。その限られた共有する時間の中で、「互いを思いやる心」や「場面や状

況に応じて自分で判断する力」を育んでほしいと思います。 

 

リオデジャネイロ・サンチャゴ・ボゴタ日本人学校との４校合同遠隔交流 
５月９日にオンラインによる４校合同の顔合わせ会がありました。昨年もアスンシオンを含めて、様々な学校と

の交流がありましたが、今年度も多様な意見や考えを知り、自分の中に取り込んでいくために実施していく予定で

す。本校の子どもたちは、人数が少なくても積極的に発言し、その姿は誇りに思います。先生方の指導の成果は、子

どもたちの姿となってしっかりと表れています。今の時代は、現地に行かなくてもオンラインで会議をしたり、連絡

をとったりする時代です。そこで必要なのは、ＰＣ等を操作する力に加え、相手を理解する気持ち、外国語の習得を

含めて自分の意見をしっかりと伝えられる力だと思います。小さな学校から大きな世界に

翔び立つ子どもたちの姿を期待しています。 

 

６月 2日（月）集金 水泳教室①・委員会 
   3日（火）ジャズコンサート 

５時間授業（職員会議：下校 14時） 
   9日（月）水泳教室② 

１0日（火）アスンシオン日本人学校との交流 
１2日（木）避難訓練（地震）JICA友岡さん来校 

  １3日（金）クラブ 
  １6日（月）水泳教室③（最終）   
  ２4日（火）５時間（研修：下校 14時） 
        期末テスト範囲発表 
  ３０日（月）委員会活動④   

¡Bienvenidos! 
日常の学校の様子を見に来ませんか？ 

 参観日や学習発表会、運動会だけ

ではなく、ちょっとした学校の行事

や様子を見に来ませんか？学校は

いつでも開放しています。日常の子

供たちの様子をぜひご覧くださ

い！ 

 【こいのぼり掲揚】 【佐合桃果さん野球教室】 【4 年生遠隔合同交流】 【児童生徒総会】 


